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取り組むテーマ例と主体
1. データビジネス創造・ラボ
2. イノベーション人材育成（EDGE）
3. ドローン社会共創コンソーシアム
4. ファブラボ
5. 地域IoTと情報力コンソーシアム
6. 多様な主体の交流による横浜市の地域力
創造（地域活性化）

7. 「ラボシティ横浜」



関わってくださる教授陣

小川克彦教授
ヒューマンセンタード

・デザイン

池田靖史教授
建築学

厳網林教授
地理情報科学 三次仁教授

通信科学

清木康教授
マルチメディア
データベース

田中浩也教授
デジタル

ファブリケーション

中澤仁准教授
分散システム

飯盛義徳教授
地方創生

古谷知之教授
データサイエンス

中西泰人教授
情報デザイン

植原啓介准教授
コンピュータ
ネットワーク



データビジネス創造・ラボ

• 代表：植原啓介・環境情報学部准教授
• IT、統計、ビジネスデザインを研究テーマとするSFCを
中心とした慶應の教員及びスタッフから構成される研究
組織

• データビジネス創造コンテストや寄付講座を実施

http://dmc-lab.sfc.keio.ac.jp/v2/



データビジネス創造コンテスト



EDGE http://edge.sfc.keio.ac.jp/ja/

• 代表：池田靖史・大学院政策・メディア研究科教授
• 政策・メディア研究科、システムデザイン・マネジメント研究科、
理工学研究科が連携し、文部科学省グローバルアントレプレナー育
成促進事業の支援を受けた、グローバル・イノベーション人材育成
連携プログラム



横浜市内企業を対象とした
データビジネス人材育成プログラム

• 対象：横浜市内中小企業で働く方
• 内容：データビジネスに関する合宿形式
のワークショップ

• 人数：15-20名
• 時期・開催場所：横浜市と調整中
• 今年度中に実施予定



ドローン社会共創コンソーシアム
http://drone.sfc.keio.ac.jp/

• 代表：古谷知之・総合政策学部教授



慶應義塾大学SFC研究所
ドローン社会共創コンソーシアム

• 教育・研究・社会応用の三本柱
• 会員企業・団体・自治体は15団体
• 約20研究室、研究者30名以上、ドローン200機以上
• シンポジウム、勉強会を定期開催
• 大学・大学院でのドローン人材育成（100名超が履修）
• 3つの特区（国家戦略特区・ロボット特区・ライフイノ
ベーション特区）・DID外という立地特性

2017/5/31 (c)	Tomoyuki	Furutani,	Keio	University	SFC 10

モバイルWG 教育WG エンタメWG産業応⽤WG

自治体との
連携協定



ファボラボ http://fablab-kannai.org/

• 代表：田中浩也・環境情報学部教授



地域IoTと情報力コンソーシアム
https://www.sfcity.jp/

• 代表：中澤仁・環境情報学部准教授



多様な主体の交流による
横浜市の地域力創造

• アートイベントによる多世代交流の場づ
くり

• プラットフォーム概念を活用した横浜市
らしい居場所づくり

• 横浜市のファミリービジネス振興と後継
者育成



UrbanRobotics with RTK-GNSS

数cmオーダーの高精度測位システムであるRTK-GNSSを
都市部におけるサービスロボットの制御に用いると共に、
様々な移動体に補正情報を公共的に配信する実験を行う。
（研究代表者：慶應義塾大学環境情報学部 教授 中西泰人）



SFC研究所ならびに研究者に関するお問い合わせ

慶應義塾大学 湘南藤沢事務室 学術研究支援担当
電話: 0466-49-3436 / FAX: 0466-49-3594

E-mail: kri-pr@sfc.keio.ac.jp

慶應義塾大学SFC研究所について

慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科、大学院
健康マネジメント研究科、総合政策学部、環境情報
学部、看護医療学部の附属研究所である SFC 研究
所は、21 世紀の先端研究をリードする研究拠点と
して、SFC における教育・研究活動と、産官学およ
び国内外のあらゆる関連活動との双方向の協調関係
を育みながら 諸科学協調の立場から先端的研究を行
い、社会の発展に寄与することを目的としています。



ご清聴ありがとうございました


